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平成２２年度 女性センター事業体系図 
 

                     
  調査・研究事業                                   調査①「職場での均等待遇に関する調査」 
  各種事業の基礎資料とするための調査研究を行う有効な調査方法など          調査②「女性相談の内容分析と 

の検討及び実施。通常事業の中で出来るだけ調査に努める。                  今後の事業展開に関する調査研究」 
                                           追跡調査①（女性のための再就職準備講座） 
                                           追跡調査②（女性のための起業準備講座） 
  情報収集提供事業 
  男女共同参画社会を促進するための資料を収集提供するとともに、 

情報システムにより様々な情報を提供する。 
 
研修・学習事業               共同参画                     共同参画総合講座Ⅰ・Ⅱ 

  男女共同参画社会推進に向けての学習の        （4）                           共同参画専門講座Ⅰ・Ⅱ 
  機会を提供し、各種の講座を実施する。（55）                                                               

家事支援               男性のための料理講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ 
                  （14）               生活実践講座                           

                                           介護入門講座Ⅰ・Ⅱ                     

                                           家庭と会社で役立つ法律講座 
                                           みんなで支える家計講座Ⅰ・Ⅱ 
                                           知っておきたい税･年金･保険講座Ⅰ・Ⅱ 
  

就業勤労支援              女性のための再就職準備講座Ⅰ・Ⅱ              

                           （10）                女性のための起業準備講座 
                                              働く女性のためのスキルアップ講座Ⅰ・Ⅱ 
                                          知っておきたい労働法セミナー 
                                          仕事と家庭の両立推進セミナー 
                                          コミュニケーション講座Ⅰ・Ⅱ 
                                          メンタルサポート講座  
                                                                       

健康維持支援              女性のための健康講座Ⅰ・Ⅱ 
                            （12）                                   家族のための食生活改善セミナー 

子育て交流セミナーⅠ・Ⅱ 
                                               健康トレーニング講座Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 
                                          夏休み子ども健康セミナー                 

                                          親子ふれあい体験セミナーⅠ・Ⅱ 
                                        

地域教養        講義実践   時事講座Ⅰ・Ⅱ 
                           （11）                                    古典に学ぶ生き方・読み方講座 
                                              自分磨きサポートセミナー 
                                          自分史作成講座 
                                                            聞き書き実践講座                      

                                            
                                    出   前   前年度調査報告Ⅰ・Ⅱ 

若者のためのアサーティブトレーニング講座 
若者のためのＤＶ防止講座Ⅰ・Ⅱ 

                                                                                                      
                       地域活動支援             市民企画講座Ⅰ・Ⅱ 
                          （4）                      託児ボランティアフォローアップ講座 
                                            地域活動入門講座                      

 
交流・啓発事業                                  情報誌の発行（年２回） 
 様々な活動を行っている団体等の情報交換、交流、ネットワーク化を         ハーモニーシアター（年４回） 
 促進し自主的・創造的活動を支援する。                      自主活動の支援 
                                         ハーモニーサロン（４回） 
                                         センターまつり（１２月） 
                                         フォーラム（２月） 
相談事業                                     電話相談 
 女性が抱えている問題について幅広く相談に応じることで女性を支援する。      面接相談 
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１ 設置目的 

 

男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い性別に関わりなく、その個性と能力を十分 

に発揮することが出来る「男女共同参画社会」の実現をめざす活動拠点施設として設置する。 

 

 

２ 設置経緯 

  

  平成 ３年度 千葉市女性問題懇話会より建設の提言が出される 

               千葉市第５次５か年計画に位置付けられる 

  平成 ４年度 建設に係わる基本調査を実施 

 平成 ５年度 設計について公募２段階設計競技とすることに決定 

                基本計画策定 

  平成 ６年度 設計競技を実施 

                基本設計を開始 

                用地を取得 

 平成 ７年度 実施設計を開始 

 平成 ８年度 建設工事を開始 

 平成１０年度 愛称・シンボルマークを公募 

 平成１１年度 モニュメントを公募 

                工事竣工 

                １２月開設 

 

 

 

３ 機能 

 

  男女平等をめざす市民の方の様々な活動や学習を支援するため、また女性・男性がお互いを認め 

  合い、共に生きる社会を実現するため当センターは次の５つの機能をもって事業を推進する。 

 

 １．調査機能        男女共同参画を進めるための調査や研究 

 ２．情報機能        男女共同参画に関連する様々な情報の収集・提供 

 ３．相談機能        専門員による各種相談 

 ４．研修機能        男女共同参画への認識と理解を深めるための各種講座・イベントの実施 

 ５．交流機能        団体などの交流・ネットワークの支援などの事業の実施 

 

※ 上記の機能以外に一般の方に向けた施設貸出業務を有料（一部無料）にて行う。 
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４ 施設の概要 

 

  施設形態 福祉関連施設との複合 

  敷地面積 １４，１８０㎡ 

  延床面積 １４，１８５㎡ 

       （福祉関連施設／８，７８３㎡・女性センター／５，４０２㎡） 

  構  造 鉄骨鉄筋コンクリート造・地上３階・地下１階 

 

※ 当センターは福祉関連施設との複合施設「千葉市ハーモニープラザ」のため、敷地面積及び 

構造については複合施設全体のものである。 

 

 

５ 組織図 

  

 ［財団法人千葉市文化振興財団］ 

 

  理事長   常務理事(事務局長)  総務管理課     市民会館 

      文化センター 

   若葉文化ホール 

                  企画事業課    千城台ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

      女性センター 

 

＜女性センター職員数＞ 

    名 誉 館 長    １名（非常勤） 

  館   長   １名（市派遣） 

    副 館 長          １名 

    主 査          ２名（うち１名市派遣） 

副 主 査   １名 

  主 任 主 事        ２名 

    主 事          １名 

  有 期 雇 用   １名 

    嘱 託 職 員          ６名（情報資料センター担当：司書２名） 

                       （研修学習及び調査研究担当：２名） 

                       （ハーモニー相談担当：相談員２名） 

    非常勤職員     ９名（情報資料センター担当：４名） 

                       （施設予約受付担当：３名） 

            （男女共同担当：２名） 

   計           ２５名 

 

※ 平成 18 年 4 月 1 日から平成 23 年 3 月 31 日までの期間、千葉市ハーモニープラザ管理運

営に関し、千葉市ハーモニープラザ管理運営共同事業体（(社副)千葉市社会福祉事業団、(社副)
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千葉市社会福祉協議会、(財)千葉市文化振興財団）として、千葉市から指定管理者の指定を受け

ている。 

 

６ 管理運営 

 

（１）開館時間 

火～土曜日  ９：００～２１：００ 

日曜日      ９：００～１７：１５ 

 

 

（２）休館日 

毎週月曜日（その日が国民の祝日に関する法律に規定する休日にあたるときは、その翌日 

も休館日）・祝日・年末年始 

 

（３）利用方法 

        ①利用者登録     

           施設を利用するには、利用者登録が必要であり、下記の 2 種類の登録を行っている。 

  ・個人登録 

  ・団体登録 

        ②施設の予約 

イベントホールは６か月先まで、その他の施設は３か月先まで予約を受付け、毎月初め 

にそれぞれ６か月・３か月先の１か月分の抽選を行っている。抽選終了後空いている施 

設については利用日前日まで随時先着順にて予約を受付けている。 

  ｱ 抽選申込期間 

    毎月１日～７日 

  ｲ 抽選結果確認期間 

    毎月８日～１４日 

  ｳ 本予約手続き期間 

    毎月８日～２１日 

        ③抽選申込・予約方法 

          ・ 窓口 

          ・ 電話音声応答 

          ・ インターネット 

        ④予約の変更と取り消し 

本予約後に使用内容を変更する場合や使用を取消す場合は、使用許可書と申込者の印鑑 

を持参し、手続きを行う。 

イベントホールは使用日の３０日前まで、その他の施設は使用日の７日前までに取消しの 

届出をした場合及び変更を申請し承認した場合は、使用料金の８割を還付する。 
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（４）施設別面積・設備及び定員一覧表 

 

施設名 面積（㎡） 定員（人） 設備 

交流コーナー １２２ － メールボックス・コインロッカー 

展示コーナー ５６ － 展示パネル１４枚 

情報資料センター       ６０４ － 
インターネット端末７台・図書検索システム端末

２台 

研 修 室 A １       ７５ ５４ 
ビデオプロジェクター・OHC・CLD デッキ・ダ

ブルカセットデッキ・MD デッキ・ビデオデッキ

研 修 室 A ２       ５０ ２７ 
ビデオプロジェクター・OHC・CLD デッキ・ダ

ブルカセットデッキ・MD デッキ・ビデオデッキ

研 修 室 A ３       ４２ ２０ 
ビデオプロジェクター・OHC・CLD デッキ・ダ

ブルカセットデッキ・MD デッキ・ビデオデッキ

創 作 室       ８７ ３６ 電動糸鋸２台・卓上ボール盤２台 

料理実習室A       ８７ ３０ 料理台７台（講師用含む）・各種食器類 

和 室 １       １０畳 １５ 座椅子８脚・座布団１５枚 

和 室 ２       １０畳 １５ 座椅子８脚・座布団１５枚 

茶 室 １       ４５畳 － 各種茶道具 

茶 室 ２       ３畳 － 各種茶道具 

ス タ ジ オ A       ６９ ３０ 机・椅子 

託 児 室       ７０ － おもちゃ・絵本 

イベントホール       ３５０ 
２００ 

（親子室８）

ビデオプロジェクター・スクリーン・ＯＨＣ・

CD デッキ・ダブルカセットデッキ・DAT デッ

キ・ビデオデッキ・８ｍｍビデオデッキ・LD デ

ッキ・演台・グランドピアノ・音響反射板・１６

ｍｍ映写機・はね返りスピーカー・ボーダーライ

ト・サスペンションライト・アッパーホリゾント

ライト・フロントサイドスポットライト・シーリ

ングライト・ピンスポットライト・所作台 

ﾌ ｨ ｯ ﾄ ﾈ ｽ ﾙ ｰ ﾑ       １６９ ２０ 
エアロバイク７台・ステップマシーン２台・リラ

クゼーションマシーン１台・シャワールーム３室
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（５）施設別貸出状況一覧表 
［有料施設］ 

           区分 
施設 利用件数 利用人数 利用可能 

日数（Ａ） 
利用日数 
（Ｂ） 

利用率 
（Ｂ／Ａ） 

研 修 室 Ａ １        ２５０ ７，９０４ ２９６ １８７ ６３．１８

研 修 室 Ａ ２        ３６６ ７，０７５ ２９６ ２２４ ７５．６８

研 修 室 Ａ ３        １８８ ３，４７２ ２９６ １５４ ５２．０３

ス タ ジ オ Ａ        ３５ ９０７ ２９６ ３３ １１．１５

創 作 室        ６７ １，２２９ ２９６ ６７ ２２．６４

料 理 実 習 室 Ａ        ８８ ２，１１９ ２９６ ８５ ２８．７２

和 ・ 茶 室 １ ２０４ ２，９８６ ２９６ １８８ ６３．５１

和 ・ 茶 室 ２ ８１ １，６７１ ２９６ ７９ ２６．６９

ﾌ ｨ ｯ ﾄ ﾈ ｽ ﾙ ｰ ﾑ        ４１１ ６，７００ ２９６ ２８４ ９５．９５

イベントホール １６２ ３１，７３０ ２９６ １４０ ４７．３０

計 １，８５２ ６５，７９３ ２，９６０ １，４４１ ４８．６８

 
［無料施設］ 

           区分 
施設 利用件数 利用人数 利用可能 

日数（Ａ） 
利用日数 
（Ｂ） 

利用率 
（Ｂ／Ａ） 

託 児 室       ３７５ ２，１６９ ２９６ １９９ ６７．２３

展示コーナー １８２ ４，１３５ ２９６ １７２ ５８．１１

計 ５５７ ６，３０４ ５９２ ３７１ ６２．６７

 
 
（６）月別貸出件数及び利用人数一覧表 
 
 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月  １１月  １２月  １月 ２月 ３月 計 

件

数 
166 166 192 226 178 228 259 248 204 181 206 155 2,409

人

数 
5,142 5,278 5,260 6,187 4,293 5,559 8,825 9,216 6,425 5,837 6,284 3,791 72,097
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７ 調査研究事業 

平成２２年度は以下の調査・研究を実施した。 

 

「職場での均等待遇に関する調査」 

 

（１）目的 

男女共同参画社会を形成していく上で、性別に関わりなく個の能力の発揮や自己実現などの場

となる職場での雇用均等は、重要な分野である。本調査では、平成 17 年度に行った同様調査と

の経年比較を行うとともに、事業所に対し、平成 19 年 4 月 1 日の改正雇用機会均等法施行後

の雇用環境・均等待遇の状況や職場での女性の活用などについて調査し、今後の情報提供や施策

へ反映させていくことを目的とする。 

（２）調査対象・方法 

千葉市内の従業員５人以上の２，６４６事業所を対象に、アンケートを実施した。回答は

多肢選択及び自由記述とし、配票及び回収は郵送にて行った。 

（３）実施期間 

       平成２２年８月２４日～９月１７日 

（４）調査内容 

調 査 項 目 質 問 内 容 

フェイス 問１ 業種 

問２ 事業所の形態 

問３ 事業所の規模 

問４ 労働組合の有無 

問５ 営業年数 

事業所の状況について 問６ 採用人数 

問７ 従業員数 

問８ ①コース別雇用管理制度の有無 

   ②コース別人事の状況 

   ③部門別人事の状況 

   ④男性のみを配置した部門がある理由 

問９ ①管理職相当の女性の比率 

   ②女性管理職が少ない、またはいない理由 

問１０ 常用従業員の平均勤続年数 

仕事と家庭の両立支援の 

状況について 

問１１ 育児・介護に関する制度の有無 

問１２ ①育児休業の取得状況 

  ②育児休業に関する規定の有無 

  ③育児休業の取得が可能な子どもの年齢 

  ④育児休業期間中の給与の支払い 

問１３ ①介護休業の取得状況 

    ②介護休業に関する規定の有無 

    ③介護休業の限度期間 

    ④介護休業期間中の給与の支払い 

問１４ 育児・介護休業を進める上での問題点 

職場での女性の活用に 

ついて 

問１５ 従業員研修の実施状況 

問１６ 女性の積極的活用の取り組み 

問１７ 今後の女性従業員の募集・採用 

問１８ セクシュアルハラスメントへの取り組み 

問１９ セクシュアルハラスメントが起きた時の対応 

均等待遇うの状況や今後

の方針について 

問２０ 改正雇用機会均等法施行以降の変化 

問２１ より良い職場環境に向けて 

問２２ 行政や公的機関に望むこと 

自由意見 自由意見 

（５）アンケート回収結果 

     回収数  ４７２件（回収率１７．８％） 

     有効回答数  ４６４件（有効回答率１７．５％） 

（６）報告書Ａ４版  ３５０部作成 
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「女性相談の内容分析と今後の事業展開に関する調査研究」 

 

（１）目的 

千葉市女性センターでは、開館当初から、女性のための相談事業を実施してきた。過去 5

年（平成 17 年度～21 年度）にわたる相談事業の内容を分析し、その傾向を探るとともに、

専門家による所見（執筆）を頂いて、当センター事業のさらなる充実や施策への取り組みへ

と生かす資料とすることを目的とする。 

 

（２）分析の方法 

    量的調査（相談事業の実績）は、以下の方法により分析した。 

① 平成 17 年度～21 年度にハーモニー相談（当センター内の女性のための相談室）で受けた

全相談を対象にした。 

② 統計数値は、主に日報（相談項目の分類表）を用いて集計した。 

③ 数値は、少数点以下第２位を四捨五入し、小数点以下第１位までを表記した。 

 

（３）報告書の構成 

本報告書は、量的調査・質的調査（相談事業の実態）および、専門家の所見を３本柱に、

当センターの相談事業の実態および今後の展望について述べる。構成は以下のとおり、６章

からなる。 

 

 内容 

Ⅰ. はじめに 

1. 本書について 

2. 千葉市女性センターについて 

3. 相談事業について 

Ⅱ. 相談事業の実績 

（統計・分析） 

1. 過去 5 年間の相談状況 

2. 相談者の属性 

3. 相談内容について 

4. ＤＶに関する相談について 

5. グループ相談について 

Ⅲ. 相談事業の実態 
1. 相談室より 

2. 相談事例 

Ⅳ. 専門家の所見 
1. フェミニストセラピーの視点から相談業務を考察する 
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